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東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
総
合
人
間
学
専
攻
心
理
言
語
人
間
学
講
座
言
語
学
専
攻
分
野
の
後
藤
斉
教
授
は
二
〇
二
一
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
る
。
こ
こ
に
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
お
仕
事
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
学
恩
に
報
い
た
い
と
思
う
。
後
藤
先
生
は
一
九
五
五
年
、
仙
台
市
の
お
生
ま
れ
で
あ
る
。
宮
城
県
仙
台
第
一
高
等
学
校
を
へ
て
、
一
九
七
四
年
東
北
大
学
文
学
部
に
入
学
さ
れ
、
引
き
続
い
て
一
九
七
八
年
に
大
学
院
に
進
学
さ
れ
た
。
本
学
の
言
語
学
講
座
は
一
九
六
五
年
に
発
足
し
て
い
た
が
、
当
初
は
教
育
学
部
の
長
谷
川
松
治
教
授
が
併
任
さ
れ
て
い
て
、
一
九
七
〇
年
に
初
め
て
専
任
の
教
員
と
し
て
朝
鮮
語
学
を
専
門
と
し
た
中
村
完
先
生
が
助
教
授
と
し
て
着
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
後
藤
先
生
は
本
学
の
言
語
学
研
究
室
が
生
ま
れ
て
ま
だ
日
の
浅
い
時
期
に
研
究
室
に
入
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
東
京
教
育
大
学
で
河
野
六
郎
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
中
村
先
生
は
、
朝
鮮
語
学
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
研
究
室
に
当
時
と
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
言
語
学
を
研
究
す
る
雰
囲
気
を
醸
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
演
習
で
何
年
も
か
け
て
パ
ウ
ル
﹃
言
語
史
原
理
﹄
を
丁
寧
に
読
み
、
続
い
て
ト
ル
ベ
ツ
コ
イ
﹃
音
韻
論
の
原
理
﹄
を
扱
っ
た
。
そ
れ
を
補
う
形
で
、
ロ
シ
ア
語
の
助
教
授
と
し
て
文
学
部
に
在
職
し
て
い
た
沓
掛
良
彦
先
生
も
言
語
学
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
の
叙
事
詩
を
講
義
さ
れ
た
ほ
か
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
﹃
一
般
言
語
学
講
義
﹄
や
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
﹃
音
と
意
味
に
つ
い
て
の
六
章
﹄
の
講
読
も
指
導
さ
れ
た
。
後
藤
先
生
は
そ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
、
沓
掛
先
生
の
助
言
も
あ
っ
て
、
中
世
の
オ
ッ
ク
語
を
中
心
と
し
た
ロ
マ
ン
ス
語
学
の
道
に
進
む
こ
と
を
志
さ
れ
た
。
ロ
マ
ン
ス
語
は
ラ
テ
ン
語
が
分
か
れ
て
発
生
し
た
言
語
の
総
称
だ
が
、
分
裂
す
る
前
の
後
藤
斉
教
授
の
業
績
と
学
風
小
　
泉
　
政
　
利
一
四
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祖
語
に
相
当
す
る
言
語
が
大
量
の
文
献
を
残
し
て
い
る
点
で
、
歴
史
言
語
学
に
お
い
て
独
特
の
存
在
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
語
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
南
フ
ラ
ン
ス
で
話
さ
れ
て
い
る
が
、
中
世
︵
十
二
～
十
三
世
紀
ご
ろ
︶
に
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
詩
人
た
ち
が
こ
の
言
語
で
歌
っ
た
詩
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
に
輝
い
て
い
る
一
方
で
、
現
代
で
は
少
数
言
語
で
あ
り
、
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
。
後
藤
先
生
は
、
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
の
詩
や
関
連
の
諸
文
献
な
ど
に
現
れ
て
い
る
こ
の
言
語
が
ラ
テ
ン
語
の
格
体
系
を
部
分
的
に
残
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
歴
史
言
語
学
な
い
し
類
型
論
の
観
点
か
ら
取
り
組
も
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ロ
マ
ン
ス
語
学
と
い
う
観
点
は
、
ラ
テ
ン
語
の
国
際
語
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の
世
界
へ
の
拡
散
、
地
域
言
語
の
衰
退
と
い
っ
た
幅
広
い
視
野
を
先
生
に
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
先
生
は
大
学
院
時
代
を
通
じ
て
研
鑽
を
続
け
ら
れ
、
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
七
年
に
は
中
村
先
生
︵
一
九
八
一
年
に
教
授
昇
任
︶
の
下
で
研
究
室
の
助
手
を
勤
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
一
九
八
四
年
に
本
学
に
お
い
て
初
め
て
と
な
る
第
八
九
回
の
日
本
言
語
学
会
大
会
を
開
催
す
る
に
際
し
て
は
、
実
行
委
員
長
の
中
村
先
生
を
裏
方
と
し
て
助
け
ら
れ
た
。
一
九
八
七
年
に
は
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
英
語
英
文
学
科
に
講
師
の
職
を
得
て
、
英
語
の
文
法
や
音
声
を
扱
う
授
業
な
ど
を
担
当
さ
れ
た
。
し
か
し
、
早
く
も
一
九
九
一
年
に
は
東
北
大
学
文
学
部
言
語
交
流
学
講
座
助
教
授
と
し
て
本
学
に
戻
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
言
語
学
研
究
室
に
は
先
輩
で
あ
る
千
種
眞
一
先
生
が
助
教
授
と
し
て
先
に
戻
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
中
曽
根
政
権
が
打
ち
出
し
た
留
学
生
受
入
れ
一
〇
万
人
計
画
へ
の
文
学
部
の
対
応
と
し
て
、
一
九
八
八
年
に
国
語
学
研
究
室
お
よ
び
新
設
の
日
本
語
教
育
学
研
究
室
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
講
座
編
制
と
な
っ
た
う
え
で
、
こ
の
三
つ
の
専
攻
で
新
た
に
日
本
語
学
科
を
構
成
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
た
。
後
藤
先
生
の
着
任
後
ほ
ど
な
く
し
て
、
現
在
の
研
究
棟
が
新
築
さ
れ
て
文
学
部
棟
か
ら
移
転
し
、
続
け
て
言
語
交
流
学
講
座
の
教
授
と
し
て
平
野
日
出
征
先
生
が
着
任
し
た
。
進
学
す
る
学
生
が
増
加
し
、
留
学
生
も
着
実
に
増
え
た
。教
授
・
助
教
授
の
定
員
が
充
足
し
て
、
名
実
と
も
に
一
人
前
の
講
座
と
な
っ
た
言
語
学
研
究
室
に
お
い
て
、
後
藤
先
生
は
ご
自
身
の
研
究
の
幅
を
一
段
と
広
げ
な
が
ら
学
生
へ
の
教
育
に
力
を
発
揮
さ
れ
た
。
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
文
部
省
在
外
研
究
員
の
制
度
を
使
用
し
て
十
か
月
間
ロ
ン
ド
ン
大
学
︵
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
︶
に
滞
在
し
、
コ
ー
パ
ス
言
語
学
と
音
声
学
の
研
鑽
を
積
ま
れ
た
。
文
学
部
が
二
〇
〇
〇
年
に
大
学
院
重
点
化
す
る
の
に
伴
い
、
一
五
157
言
語
学
研
究
室
は
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻
言
語
学
専
攻
分
野
に
衣
替
え
す
る
。
研
究
教
育
環
境
が
変
化
す
る
中
、
後
藤
先
生
は
着
実
に
業
績
を
重
ね
ら
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
教
授
に
昇
進
さ
れ
た
。
ご
退
職
も
近
づ
い
た
二
〇
一
九
年
に
は
さ
ら
な
る
文
学
研
究
科
の
組
織
改
編
に
よ
り
総
合
人
間
学
専
攻
心
理
言
語
人
間
学
講
座
言
語
学
専
攻
分
野
の
所
属
と
な
ら
れ
た
。
上
述
の
よ
う
に
後
藤
先
生
の
言
語
学
研
究
の
出
発
は
中
世
の
オ
ッ
ク
語
を
中
心
と
し
た
ロ
マ
ン
ス
語
学
に
あ
っ
た
が
、
先
生
の
日
本
に
お
け
る
言
語
学
研
究
へ
の
貢
献
と
し
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
大
規
模
な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
集
積
︵
コ
ー
パ
ス
︶
を
分
析
す
る
日
本
語
コ
ー
パ
ス
言
語
学
︵
コ
ー
パ
ス
日
本
語
学
︶
と
い
う
新
し
い
分
野
の
成
立
と
進
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
言
語
研
究
を
中
心
に
人
文
学
研
究
全
般
に
導
入
す
る
基
礎
も
築
か
れ
た
。
先
生
の
研
究
の
幅
は
き
わ
め
て
広
く
、
そ
の
背
景
に
は
、
諸
言
語
・
言
語
学
・
言
語
史
・
言
語
学
史
お
よ
び
隣
接
分
野
に
対
す
る
該
博
な
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ロ
マ
ン
ス
語
学
、
日
本
語
学
お
よ
び
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
の
研
究
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
先
生
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
が
人
文
学
研
究
に
お
い
て
は
ま
だ
ま
れ
で
あ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
言
語
研
究
、
と
り
わ
け
日
本
語
語
彙
研
究
に
踏
み
出
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
こ
の
分
野
の
研
究
を
牽
引
さ
れ
た
。
論
文
と
し
て
結
実
す
る
の
は
東
北
大
学
に
戻
っ
て
来
ら
れ
て
以
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
米
沢
時
代
に
同
僚
と
の
間
で
行
っ
た
切
磋
琢
磨
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
～
中
盤
に
お
け
る
日
本
語
の
コ
ー
パ
ス
研
究
の
分
野
で
は
先
生
の
論
文
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
と
、
先
生
は
言
語
学
お
よ
び
人
文
学
研
究
全
般
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
率
先
さ
れ
た
。
文
学
部
の
サ
ー
バ
ー
上
に
設
け
た
ご
自
身
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
中
に
日
本
の
言
語
学
お
よ
び
人
文
学
関
係
の
サ
イ
ト
を
集
め
た
リ
ン
ク
集
を
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
関
係
分
野
の
学
術
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
の
標
準
的
な
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
好
評
を
博
し
、
便
利
な
も
の
と
し
て
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
多
く
の
ア
ク
セ
ス
を
集
め
た
と
の
こ
と
だ
。
論
考
﹁
人
文
学
研
究
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
﹂︵
一
九
九
七
︶
は
十
年
近
く
も
経
た
二
〇
〇
六
年
に
な
っ
て
﹃
こ
れ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
研
究
者
の
た
め
に
﹄
と
題
さ
れ
た
書
籍
に
再
録
さ
れ
る
ほ
ど
関
係
者
に
影
響
力
が
あ
っ
た
。
ま
た
、﹃
月
刊
言
語
﹄
誌
に
連
載
さ
れ
た
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
言
語
学
情
報
﹂
や
﹁
言
語
学 
オ
ン 
ザ W
E
B
﹂
を
た
び
た
び
担
当
さ
れ
て
、
賢
い
利
用
法
の
見
本
を
示
し
て
、
普
及
に
も
努
め
ら
れ
た
。
一
六
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一
方
に
お
い
て
先
生
は
一
九
九
二
年
に
ロ
ウ
ビ
ン
ズ
﹃
言
語
学
史
　
第
三
版
﹄
を
中
村
先
生
と
共
訳
さ
れ
た
。
も
と
も
と
中
村
先
生
が
手
掛
け
な
が
ら
な
か
な
か
最
終
稿
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
作
業
だ
が
、
古
代
中
世
か
ら
二
十
世
紀
ま
で
の
言
語
研
究
を
西
洋
以
外
の
地
域
に
も
目
を
向
け
つ
つ
満
遍
な
く
扱
う
学
史
で
、
読
者
に
と
っ
て
得
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
が
、
翻
訳
す
る
の
は
確
か
に
難
物
に
違
い
な
い
。
後
藤
先
生
の
貢
献
が
あ
っ
て
よ
う
や
く
出
版
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
年
度
に
国
立
国
語
研
究
所
が
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
等
に
よ
っ
て
初
め
て
の
大
規
模
日
本
語
コ
ー
パ
ス
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
外
部
評
価
委
員
と
し
て
招
か
れ
て
こ
れ
に
参
画
し
、
理
論
面
と
実
践
面
に
お
い
て
そ
の
完
成
に
貢
献
さ
れ
た
。
完
成
し
た
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
は
日
本
語
の
標
準
的
な
コ
ー
パ
ス
と
し
て
現
在
国
内
外
に
お
い
て
広
く
研
究
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
前
後
以
降
の
国
立
国
語
研
究
所
の
研
究
活
動
は
コ
ー
パ
ス
の
開
発
と
活
用
を
重
視
す
る
方
向
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。
現
在
で
は
言
語
研
究
の
分
野
で
コ
ー
パ
ス
の
利
用
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
が
、
先
生
は
こ
の
分
野
の
紛
れ
も
な
い
パ
イ
オ
ニ
ア
な
の
で
あ
る
。
先
生
の
言
語
研
究
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。
編
集
副
主
幹
と
し
て
参
画
し
た
﹃
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
日
本
語
辞
典
﹄︵
二
〇
〇
六
︶
は
画
期
的
な
学
習
辞
典
と
し
て
定
評
を
得
て
お
り
、
第
二
版
で
は
電
子
版
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
綿
密
な
語
義
お
よ
び
語
法
の
記
述
に
は
先
生
の
コ
ー
パ
ス
研
究
に
基
づ
く
分
析
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
分
析
手
法
の
一
端
は
﹃
単
語
力
か
ら
総
合
的
な
語
学
力
へ
　
︱
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
応
用
語
彙
論
︱
﹄︵
二
〇
一
五
︶
と
し
て
別
に
公
刊
さ
れ
た
。
共
編
書
﹃
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
事
典
﹄
︵
二
〇
一
三
︶
は
吉
野
作
造
、
柳
田
国
男
、
梅
棹
忠
夫
は
じ
め
多
く
の
有
名
無
名
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
に
携
わ
っ
た
人
物
の
事
蹟
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
事
実
を
単
に
並
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
文
脈
の
中
で
の
意
味
付
け
を
含
ん
で
い
て
、
日
本
近
代
史
か
ら
の
意
義
も
認
め
ら
れ
て
い
て
、
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
辞
書
編
纂
の
先
人
で
あ
る
勝
俣
銓
吉
郎
と
Ｈ
Ｅ
パ
ー
マ
ー
、
日
本
ロ
マ
ン
ス
語
学
会
初
代
会
長
に
し
て
ソ
シ
ュ
ー
ル
﹃
一
般
言
語
学
講
義
﹄
の
訳
者
小
林
英
夫
ら
の
名
前
も
挙
が
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
二
〇
一
八
年
の
共
編
書E
n La M
ondon V
enis N
ova 
Lingvo
は
、
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
東
京
事
務
所
長
を
務
め
た
リ
ン
ス
氏
の
七
十
五
歳
記
念
論
文
集
で
あ
る
。
チ
リ
人
の
提
案
に
ド
イ
ツ
に
も
ル
ー
ツ
を
も
つ
日
本
の
研
究
者
と
後
藤
先
生
と
が
賛
同
し
、
世
界
各
地
か
ら
三
十
人
以
上
の
執
筆
者
を
得
て
編
集
を
進
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
献
呈
式
を
行
う
と
い
う
、
正
に
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
一
七
159
出
版
物
と
な
っ
た
。
編
集
代
表
の
後
藤
先
生
は
被
献
呈
者
の
業
績
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
巻
頭
論
文
を
執
筆
し
、
リ
ス
ボ
ン
で
献
呈
の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
学
界
に
お
い
て
は
、
東
北
大
学
言
語
学
研
究
会
の
会
長
を
務
め
て
、
本
学
に
お
け
る
言
語
学
研
究
の
基
礎
を
強
固
な
も
の
に
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
～
二
〇
一
六
年
に
は
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
国
語
研
究
所
の
外
部
評
価
委
員
を
務
め
、
同
研
究
所
の
活
動
全
般
、
と
り
わ
け
研
究
所
内
で
重
要
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
コ
ー
パ
ス
開
発
の
活
動
に
対
し
て
、
有
意
義
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
二
〇
一
五
年
に
は
日
本
ロ
マ
ン
ス
語
学
会
の
副
会
長
に
推
さ
れ
、
続
い
て
二
〇
一
九
年
か
ら
は
会
長
を
務
め
て
、
斯
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
先
生
は
学
内
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
推
進
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
情
報
技
術
に
疎
い
教
員
が
多
か
っ
た
文
学
部
に
お
い
て
、
初
期
の
段
階
か
ら
サ
ー
バ
ー
の
安
定
的
な
維
持
管
理
に
教
員
の
立
場
か
ら
携
わ
っ
た
ほ
か
、
情
報
関
連
の
多
く
の
業
務
に
関
与
さ
れ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
実
習
室
の
設
置
、
関
連
の
学
部
共
通
科
目
の
開
設
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
へ
の
助
教
ポ
ス
ト
の
付
与
な
ど
、
先
生
の
提
言
が
実
っ
た
施
策
は
多
い
。
さ
ら
に
、
学
部
・
研
究
科
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
長
き
に
わ
た
っ
て
管
理
し
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
は
被
災
及
び
復
旧
に
関
し
た
情
報
を
発
信
す
る
責
務
を
担
わ
れ
た
。
先
生
の
最
近
の
関
心
の
中
心
は
大
槻
文
彦
で
あ
る
。
初
の
近
代
的
国
語
辞
典
を
編
纂
し
た
国
語
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
学
問
的
出
発
点
が
洋
学
に
あ
る
こ
と
を
﹁
洋
学
者
と
し
て
の
大
槻
文
彦
﹂︵
二
〇
一
九
︶
で
示
さ
れ
た
。
旧
仙
台
藩
士
で
あ
り
、
先
生
の
出
身
高
校
の
初
代
校
長
で
あ
る
大
槻
に
先
生
は
敬
愛
の
念
を
感
じ
て
お
ら
れ
た
が
、
大
槻
が
ラ
テ
ン
文
法
と
英
文
法
の
関
係
を
的
確
に
捉
え
て
い
た
こ
と
、
世
界
史
や
ロ
ー
マ
史
の
訳
書
が
あ
っ
た
こ
と
、
初
め
て
西
洋
の
言
語
学
を
日
本
に
紹
介
し
た
こ
と
、
ア
フ
リ
カ
の
地
誌
の
翻
訳
も
試
み
て
い
た
こ
と
な
ど
、
先
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
発
見
だ
っ
た
と
い
う
大
槻
の
意
外
な
側
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
を
も
う
少
し
追
究
し
た
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
は
大
学
生
・
大
学
院
生
や
若
手
研
究
者
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
社
会
的
文
脈
で
の
啓
蒙
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
関
わ
る
ご
貢
献
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
他
に
も
例
え
ば
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験
型
・
対
話
型
の
科
学
イ
ベ
ン
ト
﹃
学
都
﹁
仙
台
・
宮
城
﹂
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
﹄
で
の
ご
活
躍
が
あ
る
。
言
語
学
研
究
室
で
は
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年
展
示
ブ
ー
ス
を
出
し
て
お
り
、
二
〇
十
九
年
に
﹁
声
か
ら
見
る
こ
と
ば
の
科
学
　
耳
と
目
で
確
か
め
て
み
よ
う
﹂
と
い
う
先
生
の
実
演
付
き
ご
講
演
が
﹁
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
東
北
支
部
賞
﹂
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
副
賞
と
し
てN
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放
送
局
に
言
語
学
研
究
室
の
学
生
と
教
員
が
招
待
さ
れ
、
大
勢
で
見
学
に
行
っ
た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。
先
生
に
は
ご
退
職
後
も
﹃
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
﹄
へ
の
出
展
に
ご
協
力
頂
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
あ
る
。
今
後
も
毎
年
夏
に
元
気
な
お
姿
に
接
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
る
。
